








学位論文審査結果の要旨

以下に、金子篤氏による学位論文の審査結果の要旨を述ぺる。

外科手術による侵襲は、免疫機能の低下や易感染性を引き起こす可能性があ
る。最近では、外科手術を受けた患者における多職器不全の発症に、炎症反応
の“２ヒットモデル”の概念が受け入れられるようになってきた。本鶴文は、
敗血症を伴わない低侵襲の消化管外科手術が、二欲刺激として後から注入する
エンドトキシン（ｴPS）に対する免疫応答に影響するかどうかを検肘している。
研究手法としてラットの腸切断・再吻合モデルを用い､･本手術を受けた個体
の血球数、体温、血中サイトカインの変化を経時的に測定した｡また、術後数
日目に尾静脈内又は気管内よりIPSを注入し、気管支肺洗浄液（BAL）細胞の
食食活性とTMbl産生、血中サイトカイン及び生存率を評価した。
得られた結果の主たる点を列挙する。本手術単独では､深刻なショックや商
サイトカイン血症を引き起こさなかったが、血中の願粒球が有意に鋤pした。
尾静脈内からIPSを注入して誘導される血中ｴmIYは術後3日目において有意に
低値であり、逆にm1oは術後３～10日目には高値であった。術後３日目には
BAL細胞の機能低下がみられた。また、術後10～13日目にnsを気管内注入す
ると、その致死率が増加した。
以上より、低侵襲の外科手術でも、二次刺激（IPS）に対する反応を修飾す
るのに十分なプライミング効果になりえることが判明した．本研究は、外科手
術による病態生理の経時的変化の理解に役立ち、術後合併症に対する予防的あ
るいは治療的な戦略の検閾するために有用な動物モデルであることが示された。
また、本瞼文は金子篤氏の十分な学問的知識に裏打ちされたものであり、学
位競文としてふさわしい内容であると判断する。
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